
表　紙

12月定例会議
No.169

葛巻町柔道協会
（関連16Ｐ）

　　ここが聞きたい ～３議員が町政を問う～
葛高生と意見交換葛高生と意見交換

今後の交流に大きな期待今後の交流に大きな期待

～ふるさと懇談会～

～常任委員会・台湾視察～

今今今今今今今今今
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12p12p

6p6p

地地地地地地地地地域域域域域域域域域ののののののののの要要要要要要要要要望望望望望望望望望ををををををををを議議議議議議議議議場場場場場場場場場ででででででででで聴聴聴聴聴聴聴聴聴くくくくくくくくく 2p2p
もっと町民に身近な議会へもっと町民に身近な議会へ

岩手県葛巻町議会
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条
例
制
定
・
改
正

条
例
制
定
・
改
正

請

　

願

請

　

願

財

産

取

得

財

産

取

得 要望内容を説明する
門場政一さん

12月定例会議の話題12月定例会議の話題

　
「
葛
巻
町
議
会
総
合
条
例
」

で
は
、
請
願
や
要
望
な
ど
の

審
査
に
お
い
て
、
提
案
者
の

意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

本
定
例
会
議
に
、
小
田
部

落
会
（
門
場
政
一
会
長
）
か

ら
地
域
の
振
興
に
関
す
る
要

望
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
８
日
、
議
場
で
行
わ
れ

た
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
で
、
門
場
会
長
か
ら
要
望

書
の
説
明
を
受
け
審
査
に
臨

み
ま
し
た
。
地
域
の
要
望
を
、

議
場
で
要
望
者
か
ら
直
接
聴

く
こ
と
は
初
め
て
の
試
み
で

す
。

　

委
員
か
ら
は
、「
公
共
施

設
を
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
は
、
公
益
上
重
要
で
あ

る
」、「
町
全
体
を
み
て
、
防

災
機
能
を
持
っ
た
セ
ン
タ
ー

を
、
町
中
心
部
の
ほ
か
に
四

カ
所
程
度
は
必
要
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
こ
の
要
望
は『
採
択
』

と
決
定
し
、
町
当
局
に
要
望

の
内
容
を
送
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
よ
り
身
近
な

議
会
を
目
指
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
機
会
を

今
後
も
設
け
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
要
望
を

地
域
の
要
望
を

議
場
で
聴
く

議
場
で
聴
く

小田部落会の要望（要約）

○　旧小田小学校跡地に、養護老人
ホームや定住住宅などの公共施設
の設置。

○　町の防災センター機能を備えた、
第６分団屯所の整備。

　12月定例会議は、12月５日から11日までの７日間の
日程で行われました。
　町長から提出された議案は、26年度一般会計と特別会
計の補正予算や条例改正など12件、議員発委案１件が提
出され、すべて全議員の賛成で原案どおり『決定』しました。
　また、５日に行われた一般質問では３名の議員が登壇
し、町の対応や考えをただしました。

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

●
子
育
て
支
援
関
連
３
条
例

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

始
ま
る
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
、
新
た
に
３
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

①
町
が
新
た
に
認
可
す
る

こ
と
に
な
る
、（
※
）
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
や
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
ま
し

た
。

　

②
町
の
確
認
を
受
け
て
国

か
ら
の
給
付
費
を
受
け
る
た

め
に
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

が
守
る
べ
き
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
ま
し
た
。

　

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

設
備
や
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
ま
し
た
。
保
護
者
が

仕
事
で
、
昼
間
家
庭
に
い
な

い
全
児
童
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

（
※
）
家
庭
的
保
育
事
業
等

　

町
の
認
可
を
受
け
た
保
育
者

の
居
宅
な
ど
で
行
わ
れ
る
保
育

事
業
な
ど
。

●
職
員
の
給
与
条
例
等
の

改
正

　

国
に
準
じ
て
、
一
般
職
の

給
料
月
額
を
平
均
０
・
３
％

引
き
上
げ
し
ま
す
。

　

一
般
職
の
勤
勉
手
当
と
、

議
会
議
員
、常
勤
特
別
職（
町

長
な
ど
）
の
期
末
手
当
を
、

０
・
15
月
分
引
き
上
げ
し
ま

す
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の

改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

が
出
産
し
た
場
合
の
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
額
を
、
39

万
円
か
ら
40
万
４
千
円
に
引

き
上
げ
し
ま
す
。

●
患
者
バ
ス(

29
人
乗
り)

◇
契
約
額　

８
１
５
万
円

◇
納
期　

27
年
３
月
28
日

◇
契
約
相
手　

岩
手
日
野
自

動
車(

株) (

盛
岡
市)

●
米
価
安
定
対
策
等
に
関
す

る
請
願
書

【
紹
介
議
員
】

　
　
　

辰
柳 

敬
一 
議
員

【
提
出
者
】

　
　

新
岩
手
農
業
協
同
組
合

【
内
容
】
26
年
産
米
の
価
格

の
下
落
な
ど
で
農
家
の
経
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
、
早
急
な
対
策
を
講
じ
る

意
見
書
を
、
国
へ
提
出
を
求

め
る
請
願
。

【
審
査
結
果
】　

提
出
さ
れ
た

請
願
は
、『
採
択
』
と
決
定
し
、

内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
衆
参

両
院
議
長
な
ど
に
、
早
急
な

対
策
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

葛巻保育園と葛巻小学校が連携して行った「焼き芋会」の様子

子育て支援子育て支援のの充実充実へへ
関連３条例を整備関連３条例を整備

　

12
月
定
例
会
議
で
、
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
の

審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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１年を通じて
議会活動が
できるんだね。
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補

正

予

算

補

正

予

算

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

　

一
般
会
計
に
１
億
９
５
５

１
万
円
追
加
し
、
総
額
を
59

億
８
０
１
９
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

上
外
川
国
有
林
（
※
）
分
収

造
林
の
立
木
売
り
払
い
に
よ

る
財
産
収
入
１
５
２
９
万
円
、

平
成
22
年
12
月
の
大
雪
に
よ

る
町
有
林
の
雪
害
被
害
に
対

す
る
森
林
国
営
保
険
金
１
１

８
６
万
円
な
ど
の
収
入
が
あ

り
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

（
※
）
分
収
造
林

　

造
林
者
（
町
）
が
、
契
約
に

よ
り
国
有
林
に
木
を
植
え
て
一

定
期
間
育
て
て
販
売
し
、
そ
の

販
売
代
金
を
国
と
造
林
者
（
町
）

と
で
契
約
し
た
一
定
の
割
合

（
国
２
割
・
町
８
割
）
で
分
け
合

い
ま
す
。

〜
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
整
備
〜

小
屋
瀬
小
校
舎
な
ど
を
耐
震
補
強

小
屋
瀬
小
校
舎
な
ど
を
耐
震
補
強

2626年度補正予算年度補正予算
会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 １億9551万円 59億8019万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 4698万円 11億4585万円

簡易水道事業 107万円 5億6357万円

後期高齢者医療事業 397万円 7144万円

病院事業（収益的収支） △1157万円 13億8695万円

《主な予算の使いみち》
■小屋瀬小学校、江刈中学校校舎などの耐震補強工事･･１億357万円
■葛巻病院電子カルテシステムの更新････････････････････817万円
■飼料自給率強化機械（自走式ハーベスター）購入助成金･･530万円
■定住促進住宅建設用地（五日市地区）購入費用･････････ 250万円
■源泉所得税の徴収漏れによる納付金･･･････････････････ 253万円

　

12
月
定
例
会
議
で
、
26
年
度
補
正

予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お

り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

源
泉
所
得
税
の

徴
収
漏
れ
対
策
は

定
住
促
進
住
宅

設
置
場
所
は

江
刈
簡
易
水
道

工
事
の
状
況
は

総
務

企
画

総
務

企
画

建
設

水
道

　
　

建
築
士
な
ど
の
個
人
事

業
主
に
支
払
う
報
酬
な
ど
の
、

源
泉
所
得
税
の
徴
収
漏
れ
に

対
す
る
今
後
の
対
策
は
。

　
　

支
払
先
の
個
人
事
業
主

を
源
泉
徴
収
の
必
要
が
な
い

法
人
と
誤
認
し
た
た
め
、
約

２
１
８
万
円
の
徴
収
漏
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
徴
収
漏
れ
が

あ
っ
た
事
業
者
に
所
得
税
の

返
還
を
依
頼
し
て
、
返
還
の

承
諾
を
得
て
い
ま
す
。

　
　

江
刈
地
区
に
新
た
に
計

画
し
て
い
る
、
定
住
促
進
住

宅
の
設
置
場
所
は
。

　
　

五
日
市
小
学
校
の
近
隣

に
、
ア
パ
ー
ト
形
態
に
よ
る

定
住
促
進
住
宅
を
整
備
す
る

考
え
で
す
。

　
　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
工

事
の
進
み
具
合
と
、
今
後
の

計
画
は
。

　
　

１
件
が
未
発
注
の
状
況

で
す
が
、
12
月
中
に
発
注
す

る
予
定
で
す
。
現
在
、
発
注

し
た
工
事
の
約
60
％
が
完
成

し
て
い
ま
す
。

問 問

問

答 答

答

【
主
な
質
疑
】

新
た
な
水
道
管
の
設
置
工
事
が
進
む

荒
沢
口
地
区

議 員 議 員 のの 判 断 判 断
■　12月定例会議で、全議員の賛成で決定した議案

☆　賛否が分かれた議案はありませんでした。

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

山 

崎　

邦 

大 

平　
　

 

守

柴 

田　

勇 

雄

鈴 

木　
　

 

満

姉 

帯　

春 

治

小
谷
地
喜
代
治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

議案43号 平成26年度葛巻町一般会計補正予算（第５号）…1億9551万円を追加して
予算額を59億8019万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案44号 平成26年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）…
4698万円を追加して予算額を11億4585万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案45号 平成26年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）…107万円を追
加して補正後の予算額を5億6357万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案46号 平成26年度葛巻町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）…予備費か
ら280万円を施設管理費に組み替え。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案47号 平成26年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）…397万
円を追加して予算額を7144万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案48号 平成26年度葛巻町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）…給与費な
ど1157万円を減額して、収益的収支の予算額を13億8695万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案49号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例…一般職の給料月
額及び勤勉手当や、議会議員及び常勤特別職の期末手当の引き上げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案50号 葛巻町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例…町が新
たに認可することになる、家庭的保育事業等の設備運営に関する基準。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案51号
葛巻町特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例…町の確認を受けて国からの給付費を受けるために、認定こども園や
保育園などが守るべき運営に関する基準。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案52号 葛巻町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例…
放課後児童クラブの設備や運営に関する基準。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案53号 葛巻町国民健康保険条例の一部を改正する条例…出産育児一時金の支給額の
引き上げ。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案54号 財産の取得に関し議決を求めることについて…患者輸送バスの更新。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

請願１号 米価安定対策等に関する請願…26年産米の価格の下落などで農家の経営に大
きな影響を及ぼすため、早急な対策を講じる意見書を、国へ提出を求める請願。 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

要望９号 小田部落会からの要望書…小田地区に定住住宅などの公共施設の設置、第６
分団屯所整備などの要望。 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委２号 米価安定対策等に関する意見書の提出について…請願第１号の採択を踏まえ
て、その趣旨に沿った意見書を国などに提出。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

〈議決結果〉

議会総合条例
ピックアップピピピピピピピッッッッッッックククククククアアアアアアアッッッッッッッププププププププ

②②②②②②②②②
　「葛巻町議会総合条例」
の内容のポイントを、お
知らせします。

通年通年のの会期制会期制をを導入!!導入!!
☆議会の会期を１年間に固定しました。
　毎年１月20日から翌年の１月19日まで、１年を通して
会期となります。（翌年度以降は自動更新）

☆議会の招集権が町長から議長へ移行しました。
　議員選挙後の任期の開始日のみ、町長が招集します。
　それ以外は議長の通知により、会議を開きます。

　

今
後
の
対
策
は
、
会
計
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
支
払
い
の
審

査
を
強
化
し
、
定
期
的
に
職

員
に
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。



農
家
と
出
し
手
農
家
と
の
調

整
を
進
め
る
「
農
地
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
新
た
に
配
置

し
ま
し
た
。
本
町
の
出
身
者

で
あ
る
農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
連
携
を
密
に
し
て
、

規
模
拡
大
を
希
望
す
る
担
い

手
農
家
に
農
地
が
集
積
さ
れ

る
よ
う
に
進
め
る
考
え
で
す
。

　

借
り
手
が
無
く
、
す
ぐ
に

集
積
が
難
し
い
農
地
は
、
菜

種
の
作
付
け
な
ど
を
推
進
し

て
、
遊
休
農
地
の
発
生
に
な

ら
な
い
よ
う
貸
借
の
調
整
を

図
り
ま
す
。

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

６

問

答

遊休農地の活用どう進める

農地コーディネーターと連携強化
山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
　
　

農
業
振
興
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
解
消
の
取
組
み

実
績
は
。

　
　
　

平
成
25
年
度
末
の

遊
休
農
地
面
積
は
約
47
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
町
の
農
地
面
積

（
４
２
８
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に

占
め
る
割
合
は
１・１
％
で
す
。

　

約
20
年
前
に
全
農
家
を
対

象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
耕

作
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地

が
１
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

12
年
度
に
「
農
地
利
用
集
積

促
進
員
」
１
名
を
配
置
し
、

農
地
の
出
し
手
農
家
と
受
け

手
農
家
と
の
調
整
を
行
っ
て

担
い
手
農
家
へ
の
貸
し
付
け

を
進
め
る
な
ど
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
や
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
県
の
認

可
を
受
け
て
、
農
地
取
得
後

の
経
営
面
積
「
50
ア
ー
ル
以

上
」
で
あ
っ
た
要
件
を
「
10

ア
ー
ル
以
上
」
に
緩
和
し
、

新
規
就
農
者
な
ど
が
農
地
を

取
得
し
や
す
い
環
境
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
循

環
型
農
業
の
推
進
、
集
落
の

景
観
維
持
な
ど
を
目
的
に
、

遊
休
農
地
へ
菜
種
の
作
付
け

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
用
済
み
の
菜
種
油
を
含
む

食
用
廃
油
の
回
収
を
行
い
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

し
て
再
利
用
す
る
取
り
組
み

を
試
験
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
遊
休
農
地
の
解

消
対
策
と
併
せ
た
資
源
循
環

型
の
農
業
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
　
　

遊
休
農
地
を
活
用
し

た
農
業
振
興
策
は
。

　
　
　

国
で
は
、
担
い
手
な

ど
へ
農
地
の
集
約
を
進
め
る

農
地
中
間
管
理
事
業
を
創
設

し
、
農
地
集
積
の
調
整
機
関

の
役
割
を
担
う
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
が
、
新
た
に
岩

手
県
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は

事
業
を
円
滑
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
農
地
の
受
け
手

遊休農地への作付けを推進している菜種（土谷川）

一般質問　12月５日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　

こ
れ
ま
で
59
歳
に
達

す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
勧
奨
退
職
の

書
面
を
本
人
に
直
接
交
付
し
、

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、

国
は
緊
縮
財
政
や
三
位
一
体

改
革
な
ど
の
断
行
か
ら
地
方

交
付
税
の
大
幅
減
額
を
続
け
、

一
方
、
町
で
は
市
町
村
合
併

へ
の
対
応
で
「
当
面
自
立
」

の
方
向
性
か
ら
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
の
再
構
築
に
迫

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
大

幅
な
歳
出
削
減
が
求
め
ら
れ
、

当
時
策
定
し
た
行
政
改
革
大

綱
に
よ
り
職
員
数
と
人
件
費

の
削
減
策
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
55

歳
以
上
の
職
員
（
26
年
度
）

が
22
％
を
占
め
る
、
人
事
管

理
上
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、

平
成
27
年
度
か
ら
「
60
歳
定

年
退
職
」
に
移
行
し
ま
す
。

問

答

地方交付税の見通しは

大幅な減額は見込まれない
　
　
　

向
こ
う
３
年
間
の
地

方
交
付
税
の
見
通
し
や
自
主

財
源
の
確
保
対
策
、
主
要
基

金
へ
の
積
立
て
な
ど
町
財
政

運
営
状
況
と
27
年
度
主
要
新

規
事
業
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

国
で
は
「
地
方
の
創

生
」
と
「
人
口
減
少
対
策
」

を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

地
方
財
政
措
置
を
手
厚
く
検

討
す
る
考
え
か
ら
、
当
面
、

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
額

は
見
込
ま
れ
な
い
と
推
測
し

ま
す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
と
な
る

町
税
は
、
町
幹
部
職
員
で
構

成
す
る
特
別
徴
収
対
策
本
部

や
県
滞
納
整
理
機
構
と
の
連

携
か
ら
徴
収
率
が
向
上
し
、

引
き
続
き
貴
重
な
税
収
確
保

に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
や
「
ふ
る
さ

と
基
金
」
制
度
の
周
知
を
図

り
、
地
域
振
興
施
策
の
財
源

づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

　

全
基
金
の
積
立
て
は
、
25

年
度
末
に
44
億
３
４
０
０
万

円
と
な
り
、
10
年
前
と
比
較

し
、
約
７
倍
に
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
行
財
政
改
革
に
よ

る
人
件
費
、
公
債
費
の
縮
減

な
ど
投
資
的
経
費
の
抑
制
に

よ
る
も
の
で
す
。
主
要
基
金

は
、
町
が
直
面
す
る
諸
課
題

解
決
に
向
け
必
要
な
も
の
で
、

今
後
、
人
口
減
少
施
策
や
公

共
施
設
老
朽
化
対
策
の
有
効

財
源
と
な
り
、
一
定
の
残
額

の
確
保
に
努
力
し
ま
す
。

　

27
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
総
額
55
億
円
規
模
を

想
定
し
、
今
年
度
予
算
52
億

円
を
上
回
り
ま
す
。
新
規
事

業
で
は
、
新
政
権
の
動
向
な

ど
も
踏
ま
え
て
「
地
方
の
創

生
」、「
人
口
減
少
対
策
」
な

27年度予算の編成作業を行う町職員

答

問

平
成
27
年
度
か
ら

移
行
す
る
考
え

60
歳
定
年
制
の

移
行
時
期
は

一般質問

７

ど
に
対
応
し
た
施
策
に
重
点

を
置
き
ま
す
。
町
政
60
周
年

記
念
事
業
や
「
新
葛
巻
型
酪

農
構
想
」
な
ど
、
未
来
へ
つ

な
ぐ
事
業
施
策
を
盛
り
込
む

考
え
で
す
。

　
　
　

畜
産
、
園
芸
農
家
の

後
継
者
の
育
成
状
況
は
。

　
　
　

後
継
者
が
希
望
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
を
構
築
す
る
た
め
に

様
々
な
支
援
や
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
農
家

戸
数
、
生
産
量
と
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

園
芸
農
家
や
酪
農
以
外
の

畜
産
農
家
に
対
し
て
、
国
や

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
効
率
的
な
経
営
と

担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

職
員
の
「
59
歳
勧
奨

一
斉
退
職
」
問
題
に
つ
い

て
、
無
年
金
、
無
収
入
期
間

が
生
ず
る
こ
と
か
ら
、
早
期

に
「
60
歳
定
年
制
」
に
移
行

す
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
再
三

に
わ
た
り
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
い
つ
か
ら
移
行
実
施
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。
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８９

問

答

酪農経営の支援策は

補助事業の活用で経営体質を強化
山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

一般質問

　
　
　

安
心
し
て
児
童
を
預

け
ら
れ
る
環
境
の
一
つ
と
し

て
、
病
児
保
育
施
設
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
社
会
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
検
討
す
る
考

え
で
す
。

　

預
か
り
保
育
の
受
け
入
れ

時
間
の
前
倒
し
は
、
各
園
と

も
保
護
者
な
ど
か
ら
の
要
望

は
無
い
状
況
で
す
が
、今
後
、

望
ま
し
い
子
育
て
支
援
の
あ

り
方
を
考
え
ま
す
。

　

各
園
の
施
設
の
状
況
は
、

五
日
市
保
育
園
の
築
45
年
が

最
も
古
く
、
他
の
保
育
園
も

築
30
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
た
め
、
施
設
の
延
命
化
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
多

　
　
　

昨
年
９
月
に
実
施
し

た
酪
農
家
意
向
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
た
、
酪
農
の
支
援

策
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

こ
の
10
年
間
で
、
生

乳
生
産
量
16
・
４
％
、
経
産

牛
頭
数
15
・
６
％
、
搾
乳
農

家
数
32
％
（
72
戸
）
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
解

決
策
を
検
討
す
る
た
め
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、「
新
葛
巻
型
酪
農
構

想
」
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
を
取
り
ま
と
め

る
た
め
の
判
断
材
料
と
す
る

た
め
に
全
酪
農
家
を
対
象

に
意
向
調
査
を
行
い
、
回
答

率
は
90
・
５
％
で
し
た
。
調

査
の
結
果
、
後
継
者
や
労
働

力
不
足
、
生
産
資
材
の
高
騰
、

乳
価
の
低
迷
な
ど
の
様
々
な

問
題
が
分
か
り
ま
し
た
。
一

方
で
は
、
ゆ
と
り
あ
る
酪

農
経
営
を
望
む
回
答
が
多
く
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ

る
農
作
業
外
部
化
組
織
へ
の

関
心
が
高
い
結
果
で
し
た
。

　

意
向
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、「
新
葛
巻
型
酪
農

構
想
」
で
支
援
策
な
ど
含

め
た
今
後
の
方
向
性
を
盛
り

込
む
予
定
で
す
。
地
域
の
経

営
規
模
拡
大
と
高
品
質
生
乳

生
産
な
ど
の
モ
デ
ル
と
な
る

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
牧
場
」
の

創
設
や
農
作
業
外
部
化
組
織

の
育
成
な
ど
を
中
心
に
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
を
基
本
に
し
、

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
経
営
体
質
の

強
い
酪
農
家
の
育
成
を
図
り
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

の
維
持
や
拡
大
に
つ
な
げ
る

考
え
で
す
。

細
断
し
た
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を

梱
包
す
る
機
械
作
業
の
様
子

答

答

問

問

総
合
的
な
視
点
で

支
援
内
容
を
検
討

現
有
公
共
施
設
で
の

利
活
用
な
ど
の
考
え

保
育
ニ
ー
ズ
の

充
実
の
考
え
は

町
郷
土
資
料
館

整
備
の
考
え
は

　
　
　

病
児
保
育
、
園
児
の

預
か
り
時
間
の
見
直
し
や
、

老
朽
化
し
た
保
育
園
の
改
修

計
画
は
。

　
　
　

町
の
郷
土
資
料
を
展

示
す
る
施
設
整
備
の
考
え
は
。

目
的
利
用
が
可
能
な
複
合
施

設
化
な
ど
様
々
な
選
択
肢
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な

視
点
で
検
討
を
進
め
ま
す
。
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現
在
、
葛
巻
小
学
校

の
空
き
教
室
と
旧
小
田
小
学

校
に
郷
土
資
料
を
展
示
し
、

適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

民
俗
資
料
は
、
町
の
歴
史

や
産
業
を
物
語
る
貴
重
な
文

化
遺
産
で
あ
り
、
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
適
切
な
保
存

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
新

た
な
施
設
整
備
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

　

今
後
、
町
の
公
共
施
設
な

ど
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
く

た
め
、
総
合
的
な
視
点
で
整

備
を
検
討
す
る
考
え
で
す
。

【
質
問
者
】

　
　
　

辰
柳　

敬
一 

議
員

　
　

人
口
減
少
が
進
む
中
、

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

今
後
の
防
災
対
策
の
考
え
は
。

　
　

東
日
本
大
震
災
は
世
界

を
揺
る
が
し
た
災
害
で
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

で
大
量
の
放
射
能
を
放
出
す

る
事
態
が
起
き
ま
し
た
。

　

私
が
復
興
大
臣
の
時
に

思
っ
た
こ
と
は
、
住
宅
の
建

設
や
街
並
み
の
建
設
と
併
せ

て
、
何
と
言
っ
て
も
生な

り

業わ
い

の

復
活
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
被
災
地
の
復

興
に
は
、
内
陸
と
の
連
携
を

今
ま
で
以
上
に
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
災
害
が

あ
っ
た
場
合
に
、
市
町
村
が

連
携
し
て
互
い
に
助
け
合
う

仕
組
み
を
、
も
っ
と
強
固
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
町
村
の
人
口

が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
減
る

と
い
う
前
提
で
、
地
域
の
活

性
化
を
ど
う
や
っ
て
い
く

か
、
地
域
の
絆
を
ど
う
や
っ

て
つ
か
ん
で
い
く
か
、
そ
う

い
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
や
っ
て
い
く
考
え
方
で

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
国
で
は
、

地
域
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
の
条
件
づ
く
り
や
、

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て

い
ま
す
。

【
質
問
者
】

　
　
　

姉
帯　

春
治 

議
員

　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
山
村
地
域
に
お
け

る
農
林
業
の
活
性
化
対
策
の

考
え
は
。

　
　

昨
年
７
月
に
県
議
会
の

農
林
水
産
常
任
委
員
会
で
、

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
や
葛
巻

町
森
林
組
合
の
取
り
組
み
を

調
査
し
ま
し
た
。
県
内
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
地
域
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
産
業
と
し

て
振
興
し
て
い
く
こ
と
や
、

地
域
が
持
っ
て
い
る
資
源
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
酪
農
経
営
を
考
え

た
場
合
に
、
個
人
の
規
模
拡

大
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
法
人
や
組
織

で
行
う
方
法
や
、
個
々
の
経

営
を
組
み
立
て
直
す
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域

に
あ
る
資
源
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
向

け
て
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
強
く
思
い

ま
す
。

問

問

答

答

平
野
参
考
人
に
質
問

平
野
参
考
人
に
質
問

工
藤
参
考
人
に
質
問

工
藤
参
考
人
に
質
問

人
口
減
少
が
進
行

人
口
減
少
が
進
行

今
後
の
防
災
対
策
は

今
後
の
防
災
対
策
は

山
村
地
域
に
お
け
る

山
村
地
域
に
お
け
る

農
林
業
活
性
化
策
は

農
林
業
活
性
化
策
は

平野参議院議員

工藤県議会議員

　より身近な議会を目指し、
多くの皆さんの声を聴く機会
として、今後も参考人制度を
活用していきます。

参参  

考考  

人人

参
議
院
議
員

　

平
野　

達
男 

氏

岩
手
県
議
会
議
員

　

工
藤　

勝
博 

氏

※
参
考
人
制
度

　

地
方
公
共
団
体
の
事

務
に
関
す
る
調
査
な
ど
、

利
害
関
係
者
や
学
識
経

験
者
の
出
席
を
求
め
て

意
見
を
聴
い
て
参
考
に

し
、
議
会
審
議
の
充
実

を
図
る
た
め
の
制
度
。

本会議本会議でで参考人参考人にに聴く聴く
　

12
月
定
例
会
議
で
※
参
考
人
制

度
を
活
用
し
て
２
人
の
参
考
人
を

招
き
、
今
後
の
町
づ
く
り
な
ど
の

参
考
に
す
る
た
め
、
２
議
員
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。 議

員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長
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懇
談
会
に
同
席
し
た
同
校

の
梅
津
久
仁
宏
校
長
は
、「
町

づ
く
り
の
考
え
や
意
見
を
出

し
て
く
れ
て
、
と
て
も
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
県
や
町
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し

た
い
と
日
々
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
生
徒
を
こ
れ
か
ら
も

支
え
て
欲
し
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
要

望
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法

を
、
今
後
一
緒
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
議
会
放
送
は
、
良
い
取
り
組
み
で
す
」
と
話

す
生
徒
会
議
長
の
小こ

向む
か
い

郁い
く

実み

さ
ん
（
中
央
）

葛高生からの意見や要望など葛高生からの意見や要望など
◇山村留学に期待しています。山村留学が活性化
することで、町も葛高も発展していくと思いま
す。

◆ドイツ研修は大変有意義な内容ですので、今後
も続けて開催して欲しいです。

◇葛高祭に多くの町民の方が来場できるように、
町でシャトルバスを運行して欲しいです。

◆葛高祭を盛り上げるために町と連携した取り組
みがしたいので、町と検討できる場があれば良
いと思います。

◇地区によって冬場のバイク通学が規制されるの
で、冬期間だけでもスクールバスを利用したい
です。

◆屋外で活動するクラブが、冬場でも十分に活動
ができる、室内練習場があれば良いです。

◇夜間歩行している時に、危ないと感じるときが
あります。反射材の使用を町民の皆さんにもっ
と伝えて欲しいです。

意 見意 見 をを 交 換！交 換！町民町民とと一体一体となってとなって

　

26
年
12
月
16
日
、
葛
巻

高
校
生
徒
会
と
「
ふ
る
さ

と
懇
談
会
」
を
葛
巻
高
校

で
開
催
し
ま
し
た
。
葛
高

生
と
の
懇
談
会
は
初
の
試

み
で
す
。

　

生
徒
か
ら
は
議
会
や
町

づ
く
り
に
関
す
る
要
望
や

意
見
が
積
極
的
に
出
さ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇
談

を
し
ま
し
た
。
主
な
要
望

や
意
見
の
内
容
は
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

自
分
の
思
い
を

自
分
の
思
い
を

積
極
的
に
発
言

積
極
的
に
発
言

　議会では町民に開かれた議会を目
指し、多くの意見や声を聴く場とし
て、「ふるさと懇談会」を開催して
います。
　新たに町内の各種団体と懇談会を
開催し、町政などに対する意見交換
をしましたので、その内容をお知ら
せします。

特集特集

ふるさと
懇 談懇 談 会 会

議会報告会議会報告会

女
性
の
視
点
で

女
性
の
視
点
で

町
政
に
提
言

町
政
に
提
言

　

26
年
12
月
７
日
、
町
女
性

団
体
連
絡
会
（
柴
田
幸
榮
会

長
）
と
「
ふ
る
さ
と
懇
談
会
」

を
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
開
催
。

約
70
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

始
め
に
議
会
の
取
り
組
み

状
況
を
説
明
し
、
事
前
に
質

問
が
あ
っ
た
内
容
に
対
す
る

町
当
局
の
回
答
を
議
会
か
ら

報
告
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
若
い
人

が
取
り
組
み
や
す
い
新
た
な

農
業
振
興
策
を
進
め
て
は
ど

う
で
す
か
」、「
ま
ち
な
か
活

性
化
事
業
に
全
議
員
か
ら
参

加
し
て
欲
し
い
で
す
。
町
民

の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。」
な

ど
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
声

を
参
考
に
、
今
後
の
町
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
女
性
団
体
連
絡
会
と
の
懇
談
の
様
子

　「ふるさと懇談会」の開催を希望する場合は、
議会事務局にご相談ください。

☎  66-2111（内線321）　FAX 66-2780

私達私達のの思思いをいを町政町政にに!!!!
　私自身、議会のことをよく理解しておらず、あまり
関係のないものだと思っていました。しかし、小学生
から高齢者まで幅広い意見を取り入れてくださって
いるというお話を聞き、少し緊張がとけ意見を自由に
話すことができました。

　議員の方々は町の発展のために
様々な活動をしていることを聞き、
私も今回の懇談会を通して、少しで
も葛巻町そして葛巻高校のために
貢献していきたいという思い
がより一層強くなりました。

　葛高祭を町と連携して実施することに関し
て懇談させていただきましたが、来年の葛高
祭がどのようになるのか今から楽しみです。今
年以上の来場者数にして盛り上げていくために、私た
ち生徒会も頑張っていきたいと思っています。

　台湾への研修などを考えている
ことは、とっても喜ばしいことで
す。異文化に触れることで、広い視
野を持てるようになったと先輩が
話しています。このような研修が充
実することで、葛巻高校がさらに発
展することを願っています。

　ドイツ研修の継続、さらには台湾との交流といった
海外派遣は私たち高校生にはとても嬉しいことです。
私もドイツ研修に参加させていただき異文化を肌で
感じ、貴重な経験をすることができました。海外への
研修参加は、高校生にとって人生の大きな転機につな
がっていくと思います。このような
環境で高校生活を過ごすことができ
ることは町の方々の理解と協力があ
るからです。常に感謝の気持ちを忘

れず、その思いを行動に移して
いくことが大切だと改めて
感じました。

　生徒の緊張をほぐし、リラックスした雰囲
気で、自由に意見交換できる環境をつくって

いただき心から感謝いたします。
　本校の生徒会執行部は、葛巻高校の発展を常に考え
行動してくれる頼もしい生徒たちが所属しています。
懇談会でも様々な意見を積極的に出
し、議員の方々と意見交流している
姿が印象的でした。生徒一人ひとり
が自主的に葛巻高校をより良い学校
にしていきたい熱い思いが、議員の
方々にも伝わったのではないかと感
じています。

懇談会を懇談会を
終えて終えて

遠藤　詩
し

織
おり

さん
（2年・生徒会副会長）

三
み

澤
さわ

　遼
りょう

さん
（2年・生徒会長）

千葉 くるみさん
（1年・生徒会副会長）

鎌
かま

田
た

　壮
まさ

洋
ひろ

先生
（生徒会担当）
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町
の
「
山
村
留
学
」
も
紹
介

町
の
「
山
村
留
学
」
も
紹
介

学
校
ぐ
る
み
で
節
約
の
徹
底

学
校
ぐ
る
み
で
節
約
の
徹
底

回
の
視
察
先
の
ひ
と
つ

は
、
省
エ
ネ
実
践
活
動

を
学
校
で
展
開
し
て
い
る
新

北
市
の
私
立
「
金
陵
女
子
高

級
中
学
」
で
す
。

　

校
門
を
く
ぐ
る
と
理
事
長
、

校
長
を
は
じ
め
生
徒
の
皆
さ

ん
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、

万
国
旗
を
飾
り
つ
け
し
た
会

議
室
へ
と
案
内
さ
れ
着
席
。

始
め
に
、
第
二
外
国
語
と
し

て
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
生

徒
か
ら
上
手
な
日
本
語
で
歓

迎
の
挨
拶
と
心
に
響
く
合
唱

の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
し

た
。

　

校
長
の
学
校
概
要
説
明
が

あ
っ
た
後
、
中
崎
議
長
か

ら
「
東
日
本
大
震
災
で
台
湾

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

大
き
な
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
、
葛
巻
町
に
あ
る
小
さ

な
高
校
で
は
、
全
国
、
世
界

か
ら
留
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
町
の
施
設
な
ど
に

宿
泊
し
て
ミ
ル
ク
や
ワ
イ
ン
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
勉

強
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

学
校
か
ら
も
ぜ
ひ
葛
巻
高
校

に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
紹
介

を
含
め
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

日本語の歌で大歓迎された議員

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は

11
月
18
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で
の
4
泊
5
日
で
、
台
湾

の
研
修
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
岩
手
県
が
進
め
る
花
巻
空
港
定
期

便
就
航
に
向
け
た
「
台
湾
と
の
秋
季
チ
ャ
ー
タ
ー
便
」

の
利
用
促
進
に
賛
同
し
た
も
の
。
台
湾
か
ら
葛
巻
町
へ

の
誘
客
活
動
を
行
う
と
と
も
に
台
湾
が
進
め
る
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
や
文
化
活

動
を
視
察
し
、
今
後
の
交
流
に
大
き
な
期
待
が
持
て
る

研
修
に
な
り
ま
し
た
。

○ 主な視察先 ○

■省エネルギーの取り組み･･･
金
きん

陵
りょう

女子高級中学
■葛巻町への誘客活動･･･
台湾観光・旅行業者との懇談
　一

いっ

滴
てき

水
すい

記念館
■日本人先人の業績･･･
　烏

う

山
さん

頭
とう

ダム　台湾製糖博物館
　台湾鉄道集

しゅう

集
しゅう

線　台湾新幹線
　台湾総督府
■台湾文化･･･
　日

にち

月
げつ

潭
たん

国家風景区　
　国立故宮博物院　忠

ちゅう

烈
れつ

祠
し

～「金陵女子高級中学」の省エネの取り組み ～

常任委員会研修レポート

台湾台湾 視察  視察 

日本語を学ぶ生徒と教職員、議員一行

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
説
明
で

は
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
通
訳
を
交
え
て
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
中
学
は
、
台
湾
最
初
の

学
校
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
導
入

施
設
で
、
台
湾
政
府
が
そ
の

省
エ
ネ
成
果
を
期
待
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
の
目
的

は
、
省
エ
ネ
意
識
と
安
全
確

保
の
向
上
、
そ
し
て
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
抑
制
強
化

で
、
人
が
使
う
と
こ
ろ
は
明

る
く
、
い
な
い
と
こ
ろ
は
消

す
と
い
う
原
則
の
も
と
、
ゆ

く
ゆ
く
は
各
家
庭
ま
で
普
及

推
進
し
た
い
と
の
説
明
。

　

校
内
２
千
本
の
蛍
光
灯
照

明
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
自

動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
年

間
の
省
エ
ネ
数
値
化
を
図
り

節
約
の
徹
底
を
学
校
ぐ
る
み

で
実
施
。
こ
の
よ
う
な
中
で

も
特
に
女
子
生
徒
の
安
全
確

保
と
学
校
保
全
に
は
不
安
が

生
じ
な
い
よ
う
万
全
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
把

握
し
、
情
報
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
自
動
記
録
管
理
方

式
を
採
用
。
こ
の
省
エ
ネ
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
60
％
以
上
の

節
約
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量

は
93
ト
ン
に
抑
え
ら
れ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
視
察
で
は
、
教
室
、

ト
イ
レ
、
地
下
駐
車
場
な
ど

の
校
内
省
エ
ネ
ス
テ
ム
を
見

学
。
最
後
に
視
察
交
流
を
記

念
し
、
出
席
し
た
学
校
関
係

者
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
写
真
に
収
ま
り
学
校
を
後

に
し
ま
し
た
。

体育の授業中に笑顔で迎えてくれた中学生

花巻空港港港港港港港港

中中中中国

行き
約４時間

帰り
約３時間半半

日本

今

省
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常任委員会研修レポート

台湾台湾 視察  視察 
～ 葛巻町への誘客活動・日本人先人の業績と台湾文化 ～

「行くなら岩手・葛巻」「行くなら岩手・葛巻」
葛巻町への誘客活動葛巻町への誘客活動

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
紹
介

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
紹
介

旅
行
・
観
光
関
係
者
と
交
流

旅
行
・
観
光
関
係
者
と
交
流

台
湾
の
近
代
化
に
寄
与

台
湾
の
近
代
化
に
寄
与

多
く
の
台
湾
文
化
を
経
験

多
く
の
台
湾
文
化
を
経
験

回
の
視
察
で
最
も
力
を

入
れ
た
ひ
と
つ
は
、
台

湾
の
旅
行
や
観
光
関
係
者
と

の
意
見
交
換
会
で
す
。

　

台
北
市
に
あ
る
大
手
旅
行

業
者
や
日
本
か
ら
現
地
に
赴

い
て
い
る
台
湾
支
店
の
職
員

な
ど
８
人
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
満
議
員
と
山
岸
は
る

美
議
員
が
葛
巻
町
の
取
り
組

み
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。

「
ミ
ル
ク
も
ワ
イ
ン
も
あ
れ

ば
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
あ
る
葛
巻
に
ど
う
ぞ
い

ら
っ
し
や
い
」
と
締
め
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
假
日
旅
行
社
股

份
有
限
公
司
の
王
振
銘
理
事

長
は
「
台
湾
か
ら
の
旅
行
者

は
、
中
国
に
次
い
で
日
本
が

２
番
目
に
多
い
。
行
く
な
ら

日
本
」
と
人
気
の
高
さ
を
紹

介
。
交
換
会
を
企
画
運
営
し

た
日
盟
国
際
商
務
有
限
公
司

の
黄
玉
雲
さ
ん
も
「
多
く
の

観
光
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
る
葛
巻
町
へ
案
内
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
声

高
ら
か
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
本

語
も
う
ま
く
、
気

軽
に
会
話
も
は
ず

み
、
岩
手
と
台
湾
、

葛
巻
町
と
台
湾
の

交
流
が
始
ま
る
こ

と
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

台湾の関係者に葛巻町を
紹介する鈴木・山岸両議員

水
区
和
平
公
園
内
に
あ

る
「
一
滴
水
記
念
館
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
福
井
県
大

飯
町
に
１
９
１
５
年
に
文
豪

「
水
上
勉
」
の
父
・
覚
治
が
棟

梁
と
し
て
自
ら
建
築
し
た
木

造
の
古
民
家
を
移
築
し
た
も

の
で
す
。　

　

阪
神
大
震
災
と
台
湾
の
９

２
１
震
災
の
大
地
震
を
き
っ

か
け
に
、
台
湾
と
日
本
の
約

５
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
助
け
を
借
り
、
５
年
の

歳
月
を
か
け
て
完
全
移
築
さ

れ
た
施
設
で
す
。
台
湾
と
日

本
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
施
設

で
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
台
湾
の
皆

さ
ん
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
た

中
、
館
長
か
ら
の
要
請
で
、

急
き
ょ
中
崎
議
長
が
本
町
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

り
組
み
を
説
明
す
る
こ
と
に
。

多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど
深

い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
交
流
が
期
待
さ
れ

る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

日本から移築された古民家「一滴水記念館」

日
の
台
湾
の
近
代
化
に

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

基
盤
の
整
備
に
、
日
本
人
の

活
躍
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
研
修
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
人
は
八は

っ

田た

與よ

一い
ち

技

師
で
す
。

　

八
田
技
師
は
、
台
湾
の
日

本
統
治
時
代
の
１
９
２
０
年

か
ら
10
年
の
歳
月
を
か
け
て

東
ア
ジ
ア
最
大
の
烏
山
頭
ダ

ム
を
建
設
し
ま
し
た
。
嘉
南

平
野
約
60
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
広
大
な
大
地
を
、
台
湾

最
大
の
穀
倉
地
帯
に
変
え
た

の
で
す
。
56
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
ほ
ぼ
全
生
涯
を
台
湾
の

た
め
に
尽
く
し
た
こ
と
で
、

最
も
知
ら
れ
る
日
本
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
製
糖
博
物
館
も
日
本

人
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
も

の
で
し
た
。

　

台
湾
の
製
糖
発
展
に
功
績

の
あ
る
台
湾
総
督
府
臨
時
糖

務
局
長
で
あ
っ
た
新
渡
戸
稲

造
の
業
績
を
紹
介
し
て
い
る

博
物
館
を
視
察
。
新
渡
戸
稲

造
は
、
同
じ
岩
手
県
出
身
の

台
湾
総
督
府
の
後
藤
新
平
民

生
長
官
か
ら
招
か
れ
、
製
糖

指
導
に
よ
り
砂
糖
を
台
湾
の

最
重
要
輸
出
商
品
に
ま
で
成

長
さ
せ
た
人
で
す
。

湾
研
修
で
は
こ
の
ほ
か

に
、
日
本
の
新
幹
線
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
て
２
０
０

７
年
に
完
成
し
た
台
湾
高
速

鉄
道
や
世
界
４
大
博
物
館
の

ひ
と
つ
故
宮
博
物
院
な
ど
多

く
の
台
湾
文
化
に
触
れ
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

大きなビルが林立する台北市中心街。奥は
台湾で一番の高層ビル101。

選挙の大型ポスターや通勤
のバイクで賑わう台中市内

研修を終えて
　朝ホテルから眺める街
並みは近代ビルが林立し、
大都会の様相。街中のビ
ルや道路沿いに大きな人
物写真が、ところ狭しと
豪快に掲げられていまし
た。11月29日投票の市
長、市議会委員など２万
人を選ぶ全国統一地方選
挙のポスターと聞き、こ
れにはビックリ唖然とし
ました。
　金陵女子中学の視察で
は、省エネの取り組みに
より地球温暖化対策をさ
らに後押しできることが
確認できました。
　台湾は、東日本大震災
の義援金も200億円以上
で世界一の支援国です。
それらは台湾の近代化に
貢献した日本人、さらに
は岩手県人の心血が注が
れた証であったからこそ
と思えてなりません。

　議会は、この研修を契
機に今後ますます花巻空
港の定期便就航と岩手と
台湾、台湾と葛巻の交流
が実現するよう取り組ん
でまいります。

今

淡

今

台

忠
ちゅう

烈
れつ

祠
し
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Ｑ
．
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　

昨
年
の
８
月
１
日
か
ら
葛
巻
病
院

の
副
院
長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
内
科
医
で
、
呼
吸
器
、
老

人
病
学
や
和
漢
診
療
学
が
専
門
で

す
。

　

仙
台
市
の
東
北
大
学
病
院
な
ど
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
冷
涼
な
地

方
で
地
域
医
療
に
従
事
し
た
い
思
い

か
ら
、
町
づ
く
り
を
前
向
き
に
考
え

て
い
る
葛
巻
町
を
選
び
ま
し
た
。

　

島
根
県
出
雲
市
の
出
身
で
す
。
趣

味
は
山
登
り
や
旅
行
で
、
中
国
や
ラ

オ
ス
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
地
域
を
旅
行

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
ね
。

Ｑ
．
葛
巻
町
の
印
象
は

　

と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、
袖
山
高

原
や
七
滝
な
ど
景
色
が
す
ば
ら
し
い

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
特

に
上
外
川
高
原
の
風
車
の
風
景
が
好

き
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
穏
や
か

で
、
や
さ
し
い
方
が
多
い
町
だ
と
感

じ
ま
す
。

　

葛
巻
の
牛
乳
が
と
て
も
お
い
し
い

の
で
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
た
く
さ

ん
飲
ん
で
い
ま
す
。春
に
な
っ
た
ら
、

葛
巻
産
の
山
菜
を
食
べ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
葛
巻
病
院
で
の
役
割
は

　

患
者
さ
ん
の
症
状
に
あ
っ
た
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
や
、
高
齢
者
の
患

者
さ
ん
が
多
い
の
で
薬
の
過
剰
摂
取

に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

酪
農
家
も
多
い
の
で
、
で
き
る
だ

け
患
者
さ
ん
の
都
合
に
あ
わ
せ
た
診

察
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
雪
道
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

町立葛巻病院副院長

山
やま

﨑
さき

　都
みやこ

 さん（63歳）

地
域
医
療
の
貢
献
に
強
い
思
い

表　紙表　紙（葛巻町柔道協会の皆さん）（葛巻町柔道協会の皆さん）

編
集
後
記

　

議
会
で
は
総
合
条
例
を
定
め
、
通

年
の
会
期
制
の
導
入
や
参
考
人
招
致

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

11
月
に
は
県
が
進
め
て
い
る
、
花

巻
空
港
か
ら
台
湾
へ
の
直
行
便
を
利

用
し
て
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

葛
巻
町
と
台
湾
の
交
流
が
始
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
、
有
意
義
な
研
修

で
あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
幸
多

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
念
願
し
て

お
り
ま
す
。

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

辰　

柳　

敬　

一

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。
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　葛巻町柔道協会は幼児から大人まで、毎週土曜日
に社会体育館で練習を行っています。
　第27回葛巻町柔道選手権大会が、昨年12月７日
に社会体育館で開催されました。葛巻町のほか、近
隣市町村の小中学生ら、団体戦18チーム、個人戦
133人の参加による大会です。本町からは小学生２
名が個人戦に参加し、熱戦を繰り広げました。

【表紙：練習前の葛巻町柔道協会の皆さん】

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約58円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は３月６日(金)です。


